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◇第三種郵便とは？

　「第三種郵便」そのものは、細かい条件はあります

が、年４回以上定期的に500冊以上発刊する冊子（機

関誌・雑誌）などを郵便物にしたときに適用される郵

便割引制度です。多くは営利を目的とした刊行物で

す。「心身障害者用低料第三種郵便」は、お金もな

く、外出できない障がい者同士は同人誌のようなもの

で情報交換するしかなかった1960年代半ばから、郵

便料金の高騰と障がい者運動の高まりにつれて、当事

者たちが政府と粘り強い交渉を重ねた結果、1976年

に障がい者団体の機関誌などを障がい者の通信手段と

して、より低廉な金額で郵送できるように制度化され

たものです。その際に、冊子が中心である郵便物とい

うことで、「第三種郵便」の中に「さらに低料」とい

うことで位置づけられました。

　ほとんど営利目的ではない障がい者団体の機関誌を

「第三種郵便」の中に位置づけること自体が間違いで

あるという意見もあります。

もじや　亀井　貴也

　ダイレクトメールの郵便不正利用に端を発し、
郵便事業会社の不祥事、厚生労働省の担当者が不
正に関与していたなど、政官癒着にまで及んだ事
件の展開は、あきれ果てるとしかいいようがない
のですが、不正の本質をあばく考察にはならず
に、再発防止の対処策に流れてしまうマスコミを
はじめとする世論の流れが一番の問題であるよう
に思えます。叩かれないために、再発防止の対処
策として郵便事業会社は過剰とも思える窓口対応

を行い、煩雑化するだけで、紙資源の無駄遣いに
もなる書類主義に、正規の手続きをとってきた障
がい者団体が振り回されるというおかしな成りゆ
きにもなっており、「心身障がい者用低料第三種
郵便をなくしてしまえ」という暴論も飛び出して
いるとも聞きます。日本障がい者協議会や全国障
害者定期刊行物協会連合会、日本障がいフォーラ
ム(JDF)が総務大臣、厚生労働大臣、郵便事業株
式会社代表取締役会長に宛て出した、意見書・要
望書をネットで読むこともできます。

　昨今、障がい者施策を取り巻く環境として、例
えば北海道における聴覚障がい偽装、障がい者加
算の不正受給などもやはり不正の本質ではなく、
再発防止の対処策に流れている面があり、うちの
事業所で働く障がい者スタッフの、毎年行われて
いる自立支援助成の申請書に「障がい程度の確
認」として医師の診断を求める書類が添えられて
いるのをみると、重度障がいである者を再認定し
ようとしているのではないかと、警戒したくも
なってくる。「障がい」は完治しないと判断され
るから「障がい」であり、人間は加齢により、
「障がい」も重くなるという常識を、一部の不正
をきっかけに社会保障の削減へと向かっているよ
うな、そんなゲスな社会意識が生まれようとして
いるような気がしてならない。
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　以上は、就労したことを理由として、数人の知

的障がい者に障がい年金支給を停止・減額された

という事件の報道である。別の新聞では「社会保

険庁が不適切だったことを事実上認め、今月17

日に全国の社会保険事務局に是正を求める通知を

出していた」ということが書いてある。

　聴覚障がい偽装事件を追及するマスコミや世論

の動きが、予想どおり、本物の障がい者に影響が

及んできたようだ。あるいは、働く場所のない健

常者や、障がい偽装問題から「障がい者が働ける

わけがない、働けるのなら障がい者ではない」と

いう差別意識の強い人、障がい年金制度そのもの

に異議のある人などからは、当然のことであるよ

うに思われるかもしれない。しかし障がい者が少

ない雇用の場に就労したとして、最低賃金法の基

準ぎりぎりである場合が多く、年金の受給があっ

て、やっと普通以下の生活ができるというのが多

くの場合だ。しかもこのご時勢、常に解雇や経営

破綻の危機にさらされている。そうなった場合、

次の雇用の場を探すのは健常者以上に大変なこと

は言うまでもない。障がい者が困難なく就労でき

て、普通に賃金をもらえるような社会になれば、

あるいは介護・ヘルパーの問題を別として、障が

い年金の制度は不要になるかもしれない。

　いろいろと問題の多い障がい者自立支援法は、

少なくとも名目だけは「障がい者が自立すること

を支援する」ための法律だったはずだ。施行３年

後に見直すはずで、ある程度の期待をしていた

が、自らを責任政党と名乗る政党は見直し直前に

無責任に放り出してしまった。一割負担のことだ

けでも、「働かないほうがまし」「作業所を閉鎖

したほうがまし」という状況をまねいてしまった

が、今回の障がい年金停止・減額の動きによっ

て、またしても障がい者の働く意欲を失わせてし

まっている。せっかく障がい者が「労働」という

国民の義務であり、権利によって社会参加しよう

としているときに、「働かずに年金か生活保護で

“最低限の消費生活”をしたほうが楽だ」という

ことになれば、もっと景気が悪くなりかねないと

いうことが分からないのだろうか？　他人事だと

思っている人も、いつ自分が事故や病気で障がい

者になるかもしれない。障がい者の問題は、明日

のみんなの問題である。

　ところで、このような停止・減額などがライフ

の障がい者職員に対して行われたら、どういうこ

とになるだろうか？　大挙して社会保険事務所に

おしかける様子が目に浮かぶ。
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もじや　早川　玄
　以下は神戸新聞のWEB版から抜粋したもので
ある。

～兵庫県内で相次いでいる障がい年金の停
止、減額問題。障がいのある子どもをもつ親
たちから不安や怒りの声が上がっている～

　赤穂市に住む40代の知的障がいの女性は
2007年、食器洗いのパートに就労。約６万
円の月収を得るようになると、障がい等級が
２級から３級に変更され、月約66,000円
だった年金が同年11月からゼロになった。
社会保険事務所では「何度請求しても同じで
すよ」と言われたという。女性と家族は兵庫
社保事務局に不服を申し立て、さらに厚生労
働省の社会保険審査会に再審査請求したが、
いずれも棄却。同事務局は「就労だけで判断
しているわけではない」と釈明するが、「兵
庫県手をつなぐ育成会」の副理事長は「女性
の給料は年金額より少なく、これでは就労し
ないほうがいいということになってしまう」
と憤る。同会の理事長の長男(32)も重度の
知的障がいがあり、約９年間、通所授産施設
に通い、04年からアルバイトを始めた。し
かし昨年、障がい１級から２級になり、年金
も減った。「必死で努力し、やっと就労した
のに、あまりに理不尽。これでは自立の意欲
がそがれてしまう」と改善を訴える。障がい
年金の停止や減額などへの不服申し立ては近
年、急増。再審査請求だけでも01年度の
171件が08年度は643件と3.8倍に。障が
い年金を専門に取り扱う横浜市のある社会保
険労務士は社保庁の「出し渋り」を疑い「こ
こ数年、明らかに審査が厳しくなっている」
と指摘する。　　　　　　　　（７月30日）

＜障がい者の自立に逆行～就労で年金
停止～年金がなくなったら親亡き後、
どうやって生活したらいいのか＞
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仕事について
星　悠

　僕は、折りの仕事について、折れなくって、気
づいたことがあります。折るとき、手をきちんとお
かないくせがあります。きちんと手をおけば曲がら
なくなると思っています。なれて曲がらないように
折りたいと思っています。なんかみんなにめいわく
かけるときもあると思っていますが、かんべんして
もらいたいと思っています。

SERA スーダーズ
浜中　孝仁

　きばりやで、行っている仕事に折りの仕事があ
り、一生懸命たのしく、一緒にたくさんの仕事もし
ました。おつけもの袋を、数枚まとめてふくろいれ
る仕事をうまくしました。仕事もみんなで一生懸命
力をあわせていろいろがんばりました。ポスティン
グも、たくさんのいれることができました。
　今、キバリヤで特にポスティングや○○のシー
ルなどの仕事をしています。機械折りなど毎日い
そがしく仕事をしています。

これからも前向きな気持ちを忘れずに働きたいで
す。

山本　滋基
　ぼくは、カフェドきばりや働いて、準備、セッティ
ングの仕事もできるようになりました。閉店後にゴ
ミも全部集めたりします。注意されたとこは、特に
ありませんでした。セッティングの時、たまに忘れ
ることがあったので気をつけたいです。

はじめまして
鎌田　悦子

　はじめまして。７月からスタッフ
となりました。

　今まではフランス料理店等で働いていましたが、
食を提供するだけではなく、他の事にも携わって
みたいという想いがありました。優しいスタッフの
皆さんと毎日きばっています！！
　コーヒーで、ほっと一息、やさしい料理でお腹
を満たし、私達の笑顔で心を癒せるようなお店で
ありたいです。お盆もすぎ、カフェも少しずつ、休
み気分から抜け出さねば…とみんな、エンジンを
かけ始めてます。さて、秋、９月はエルプラ祭と
いうのが、12日にあります。
　その日を皮切りに、特別限定プレートも提供す
る予定です。おたのしみに。

カフェで働いてて…
鈴木　昭子

　最近カフェに新しいスタッフも入り、毎日明るく、
時に楽しく協力しながら日々働いています。私は、
仕事内容にも慣れ、ほんの少し前くらいからは豆
を挽くマシーンをいじれるまでになりました。オー
プンから２年が過ぎ、時々戸惑うこともあります。
でも、お客様もリピーターになって頂ける方が増
え、以前よりも定着してきたのかな！？と思います。
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